
　2021年度は全国の公立学校に
おいて始業日時点で2558人の教
員が不足していたことが、文部科
学省の調査で判明した。本市でも
欠員が生じたとのこと。子どもの
不利益・教員の過重負担はあって
はならない。次年度以降は欠員を
出さない対応を求める。

　追加で教員の配当があった場合
や、年度途中の産休や育児休業を
取得した場合の教員の配置で欠員
が生じた。任用に当たっては、候
補者が見つからないことが課題で
あることから、県の担当者と連携
し、教員を確保し、欠員が生じる
ことがないよう努めていく。

問 教員不足への対応は 答 欠員が生じないよう
教員の配置に努める

　子どもが多いほど国民健康保険
税が高くなる均等割課税は、子育
て支援に逆行する。国は就学前の
子どもの均等割を５割軽減すると
した。前進ではあるが不十分。対
象を拡大すること。さらに軽減率
を高めること。ぜひ国や県に強い
要請を求める。

　子どもに係る均等割の軽減対象
の拡大などについては、少子化対
策や子育て支援の観点から大変重
要な課題と認識している。今後、
更なる軽減制度の拡充については、
機会を捉え、国等に積極的に要望
していく。

問 国民健康保険制度の
改善を 答 軽減制度の拡充を

国等に要望していく

山﨑巨裕 議員
（日本共産党）

　協議会は、団体の決定、実施組
織として重要だ。昨年12月議会で
「バスの運行に補助金を」という
請願が協議会名で出た。しかし、
設立総会も規約も予算も確認でき
なかった。住民が作った協議会は
尊重するが、この協議会の信用性
が問われると思うがいかがか。

　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

問 協議会について 答 必要に応じて
聞き取りを行う

　雑誌のスポンサー、また、商工
観光課で行った市内企業を紹介す
る展示など、いずれも中小事業者
が多く、大手の支社支店は少ない。
本社県外市外の企業についてはど
のようにしていくのか。

　市内の支店等を訪問し、協力が
得られるよう働き掛けを行い、本
社へも働き掛けていく。また、多
くの企業は、会社概要等の情報を
ホームページに掲載しているので、
企業からの情報提供を待つだけで
なく、これらの情報を活用し、魅
力等を発信していく。

問 図書館と市内企業の
協働について 答 支店等を含め

本社へ働き掛けていく

遠藤　誠 議員
（WAKABA）

事故が多発する交差点

　市は、赤字が続く新白岡駅東口
の駐輪場を閉鎖したいとのことだ。
しかし、市民の方々から「屋根付
きの駐輪場が無くなると困ってし
まう」という声を頂いている。閉
鎖ではなく駐輪場を縮小し、建物
のさらなる有効活用を図れないか。
又は何か代替策が必要ではないか。

　放置自転車対策が一定の効果を
上げたこと、赤字運営の解消が見
込めないことなどから、施設を閉
鎖することとした。今後、利用者
の意見について、民間駐輪場への
要望を行うとともに、要望結果を
踏まえ屋根設置に係る補助の必要
性などを検討していく。

問 駐輪場閉鎖の代替策は 答 利用者の要望を踏まえ
対応を検討する

　白岡駅東口の千駄野マミーマー
ト前の交差点で車の衝突事故があっ
た。この交差点は子どもたちの通
学路だが、事故が多発している。
行政区からも信号機設置の要望が
出されている。市として警察に働
き掛けるとともに安全対策が必要
ではないか。

　信号機の設置や安全対策につい
て、改めて久喜警察署と協議を
行った。引き続き、県の公安委員
会に対し、信号機の設置を強く要
望していく。また、減速を促す看
板の設置や路面標示などの安全対
策については、出来るものから早
期に実施していく。

問 危険な交差点に
信号機設置を 答 信号機の設置を

強く要望していく

渡辺聡一郎 議員
（新風の会）

　国が「目指すべき未来社会の姿」
として提唱したSociety5.0は、ス
マートシティの実現には欠かせな
いが、市の認識は。
　また、実現に向けた具体的な取
組は。

　ＡＩ、ＩｏＴ等の積極的な活用
を図るとともに、時代に対応でき
る人材の育成などが求められてい
ると認識している。ＤＸ（デジタ
ル・トランスフォーメーション）
の推進やこれからの社会を生きる
ために必要な資質・能力を育成す
る取組などを進めていく。

問 Society5.0への取組は 答 ＤＸの推進や人材育成に
取り組んでいく

　先日、新聞で小中学校の教員不
足の記事があったが、当市で教員
が不足することで生じる問題は何
か。また、教員不足を未然に防ぐ
ために普段から取組が必要と考え
るが、教育委員会としてどう考え
るのか。

　教員不足により生じる問題とし
て、子どもたちが本来受けるべき
指導が受けられなくなることや、
人が減ることによる教員の多忙化
等が考えられる。教員不足を未然
に防ぐため、普段から候補となる
教員の確保に努めるとともに、県
の担当者とも連携を図っていく。

問 市内小中学校の教員不足
問題はどうか 答 教員の不足に備え

確保に努めていく

大島　勉 議員
（創政会）

教　員　不　足

白岡市内企業コーナー

12 13


